
1.課題の整理 

〇内部環境／外部環境における課題から、新水道ビジョンの 3 つの観点（持続・安全・強靭）から基本方針を設定 

 

  

 

2.課題と対策方針 

 

【持続に関する項目】の課題と対策方針・検討項目・効果の整理 

持続に関する項目 課題 対策 検討項目 検討効果 

事業経営の健全性 【給水収益】水需要の減少に伴い減少見込み 

【経常費用】受水費の負担が大きい 

将来の水需要減少を見据え、より効率的な運営体

制が必要 

施設統廃合の検討 施設統廃合を進めることで、経常費用の削減がで

き、給水原価等の低下が期待できる 

施設の 

効率性・健全性 

【効率性】水需要に対し施設能力が過大であるため

効率が低い、水需要の減少に伴いさらに効率が低

下する見込み 

【健全性】水源井や施設の機械・電気設備を中心

に老朽化 

管路は、今後更新需要が増大する見込み  

水需要を見据えた配水区域の再編や適正な施設

規模へのダウンサイジングが必要 

 

重要度、更新投資のあり方を踏まえた施設・管路の

更新計画の見直しが必要 

配水区域の再編、施設・管路の更新計画見直しの

検討  

適切な施設のダウンサイジングにより、施設の効率

性の向上が期待できる 

運営基盤の強化 【経験年数】職員の構成年齢が高く、技術継承や確

保に課題 

【効率性】業務効率は高いが、技術継承への懸念

と、職員数が少ないため経営上のリスクがある 

【官民連携】現在の委託業務は検針などにとどまる 

サービス水準の確保と技術継承への対応策が必要 官民連携可能性の検討 民間の技術力の活用によりサービス面の向上・業務

の効率化・一定の技術レベルの確保が期待できる 

技術習得方法の検討 職員の技術力の向上により運転管理の向上等が 

期待できる 

【広域化】県にて水道法改正を踏まえて「水道広域

化推進プラン」を策定中   

広域化等の動きを踏まえ湖西市に適した手法の検

討が必要 

県の動向を踏まえた広域化手法の検討 共同発注等による費用の削減効果が期待できる 

 

対策検討項目の整理（持続・安全・強靭からみた課題の整理） 資料２ 

基
本
方
針 

削除してください 

① 施設統廃合による効率化【持続】

② 施設規模の適正化（ダウンサイジング）【持続】

③ 自己水の確保【強靭】

④ 施設・管路の計画的な更新・耐震化【強靭】

⑤ 浄水水質の向上・直結給水の促進【安全】

⑥ 技術の継承と向上・官民連携【持続】

① 人口と水需要【持続】

② 受水費【持続】

③ 地下水の動向【安全】【強靭】

④ 広域化【持続】

⑤ 災害時の懸念【強靭】

＜内部環境の課題＞ ＜外部環境の課題＞



 

【安全に関する項目】の課題と対策方針・検討項目・効果の整理 

安全に関する項目 課題 対策 検討項目 検討効果 

水源水質の維持 【塩水化】地域的に塩水化しやすい立地にある 深井戸の揚水量管理と定期的な調査が必要 揚水可能量・塩水化防止対策の検討 塩水化が発生しない範囲で安定した自己水源を

確保できる 

浄水水質の管理 【おいしさの向上】塩素注入率を経験則で管理してお

り、必要量に対し注入率が高い 

【貯水槽水道の管理】3 階以上の直結給水を実施し

ていないため、貯水槽設置者が多く、適切な水質管

理に懸念 

適切な塩素注入率の管理が必要 残留塩素濃度管理の検討 残留塩素濃度の低減により、水のおいしさの向上

が期待できる 

直結給水の促進が必要 

 

直結給水可能区域の検討 充分な維持管理がされていない貯水槽水道使

用者を減らし、水質悪化のリスクを減らすことがで

きる 

 

【強靭に関する項目】の課題と対策方針・検討項目・効果の整理 

強靭に関する項目 課題 対策 検討項目 検討効果 

計画的な 

安定水源の確保 

【自己水源の確保】自己保有水源率が低いため、渇水

時や、災害時等の緊急時の水源確保が懸念される 

将来の水需要等を踏まえた水源計画の見直し

が必要 

揚水可能量の検討 適正な取水量を把握することで、将来にわたる自

己水源の維持が可能 

【水源施設の老朽化】水位低下や老朽化が進んでいる

深井戸がある 

計画的な水源井の更新が必要 水源井更新計画の検討 計画的な水源井の更新により、安定した自己水

源の確保が可能 

施設・管路の耐震化  【管路】管路の耐震化率は比較的に優れているが、全

管路の 3 割に満たない 

整備期間及び投資のあり方を踏まえて、管路の

耐震化を図ることが必要 

管路の耐震化計画の見直しの検討 整備期間の計画的な耐震化により、経済的かつ

効果的な耐震性の確保が可能 

災害対応 【災害対応】近年、様々な災害が発生しており、被害状

況も異なることから、各災害内容に応じた適正かつ迅速

な対策が求められている 

各種災害時を想定し、被害を最小限に止める

水道システムの構築が必要 

各種災害時を想定した施設整備・改修等の検討 災害時に伴う被害を最小限にとどめることが可能 

各種災害時に応じた現場対応が必要 各種災害対策の検討 災害時の的確な行動による被害の低減が可能 

 

 


